
１．人口構成等 

・福岡市の人口は１５０万人を超え，現在も増加している。

・福岡市は，全国で人口が減少し高齢化が進展する中，人口増加数と人口増加率，若者

率が政令指定都市で第一位であるが，校区ごとに見れば，大きく高齢化が進んでいる

ところもある。

・超高齢社会の到来や東日本大震災などの影響により，地域コミュニティの力が再認識

され，見守り，支え合いの場としての期待が高まっている。

・地域においても，見守りや支え合いなどが大きな課題となっており，現在の価値観や

ライフスタイルにあわせた地域の絆づくりが求められている。

 

 

地域コミュニティをめぐる現状等について 
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■ 年齢区分別人口と高齢化率の推移・将来推計

資料：実績値は国勢調査

推計値は福岡市の将来人口推計（平成24年３月推計）福岡市総務企画局 

資料１ 

■ 男女・年齢区分別人口ピラミッド

出典：福岡市住民基本台帳（平成27年9月末） 



 

 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

資料：実績値は国勢調査 
推計値は福岡市の将来人口推計（平成 24年３月推計）福岡市総務企画局 

■世帯構成の推移 

■校区別高齢化率（2014年） 

出典：住民基本台帳（日本人人口：平成26年9月現在）[福岡市] 
 



 

 

 
■人口区分ごとの校区数 
 

人口区分 ～2,000人 
2,001人 

～5,000人 

5,001人 

～10,000人 

10,001人 

～15,000人 
15,001人～ 

校区・地区数 6 10 59 55 19 

 
 
 
 
 
２.地域コミュニティへの関心等 

・市民アンケートによると，９割の市民が地域活動や自治会・町内会の重要性を認識し

ているにもかかわらず，７割の市民が地域活動に参加したことがない。 

・地域においては，夏祭りや運動会，地域の歴史資源を生かしたイベントなど，様々な

楽しい活動が行われているが，学校や企業など，まだ十分に活用されていない資源も

ある。 

・地域の重要性を認識している市民が地域活動に参加するきっかけとなるよう，地域の

魅力を知り，創り，発信する取組が求められています。 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

活動への参加者が少ない

マンションなどの集合住宅との交流が図りにくい

新旧の住民の交流が図りにくい

住民の十分な理解が得られない

自治会・町内会に加入していない世帯が多い

その他

特に課題はない

61.0
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（N=1,727) 【複数回答】

（％）
町内会長の

61％が課題

と認識 

＜住民に関する課題（自治会・町内会）＞ 
 

資料：平成 26年度自治会・町内会長ｱﾝｹｰﾄ結果 

＜地域域活動への参加状況＞ ＜地域活動の大切さ＞ 

地域活動が 
大切だと思う

92.6％ 

資料：平成 26年度市政ｱﾝｹｰﾄ調査報告書 

地域活動に 
参加したこと

がない 
45.4％ 



 

 

 
 

  

 

 

注）ホームページ等に自治会加入率が掲載されている 15 都市を集計（仙台市は過去 3 年間） 



 

 

３．自治協議会の状況 

・市内１４９の小学校区・地区の全てに自治協議会が設立されて自治活動が行われてい

るが，地域の特徴（人口数や単身世帯率，高齢化率など）は，校区によって大きく異

なる。 

・自治協議会は，校区内で組織されている自治会・町内会の概ね８割以上の団体のほか，

交通安全，体育振興，男女共同参画，青少年育成，ごみ減量・リサイクル，献血推進，

衛生，自主防災の８つの団体の加入を必須としている。 

・構成メンバーとして，社会福祉協議会や商店街連合会，民生委員・児童委員協議会，

小中学校 PTAなどが加入している自治協議会もある。 

・地域における最大の課題は担い手不足である。 

・新たな人材が生まれず担い手が固定化し，固定化に伴い負担が大きくなり，次の担い

手が生まれにくい，という悪循環に陥っている。 

・近年，地域課題を解決するビジネスに関心が高まっている 

・地域においても，ビジネスの力で地域をよくしていくことに関心が向き始めており，

地域の新たな担い手として期待が高まっている。 

・地域の担い手は地域づくりの基盤であり，継続的に新たな担い手に引き継いでいける

しくみが求められている。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
 
 

 
 
 
  

資料：平成 26年度自治会・町内会長ｱﾝｹｰﾄ結果 

＜運営や活動にあたっての課題＞ 

＜今後取り組みたい分野＞ 

資料：平成 26年度自治会・町内会長ｱﾝｹｰﾄ結果 



 

 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
  

資料：平成 26年度自治会・町内会長ｱﾝｹｰﾄ結果 

＜民間事業者や商店街、NPO等との連携した事業・取り組み＞ 

＜目標像や活動方針、まちづくり計画の策定状況＞ 

資料：平成 26年度自治会・町内会長ｱﾝｹｰﾄ結果 

〔策定しているもの〕 



 

 

 
  

＜運営や活動にあたっての課題＞ 

【人材に関する課題】 

【住民に関する課題】 

【運営に関する課題】 

＜運営や活動を充実させるために必要なこと＞ 

資料：平成 26年度自治会・町内会長ｱﾝｹｰﾄ結果 
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名称 評価 指標項目
指標の

達成状況
名称 進捗状況

活力あるまちづくり支援事業 ａ

コミュニティ活動市民参加促進事業 ａ

自治協議会の運営基盤強化に向け
た支援事業（終了）

―

公民館地域人材発掘・育成支援事
業

ｂ

公民館改築 ａ

地域・公民館の情報発信の強化 ｂ

住民の活動の場づくりの充実 ｂ

公民館こころ輝くまちふくおか推進事
業＜再掲1-8＞

ｂ

香椎副都心公共施設整備
(市民センター）

ａ

香椎副都心公共施設整備
（音楽・演劇練習場）

ａ

地域交流センター検討（早良区） ｂ

地域での支え合い活動支援 ｂ

共助の仕組みづくり
（超高齢社会に対応するための施策
の検討）

ｄ

見守り推進プロジェクト ａ

地域福祉ソーシャルワーカー・モデ
ル事業（終了）

―

留守家庭子ども会事業①
（留守家庭子ども会推進事業）
＜再掲1-7＞

ａ

留守家庭子ども会事業②
（留守家庭子ども会（新築・改築））
＜再掲1-7＞

ａ

障がい児の療育の充実①
（特別支援学校放課後等支援事業）
＜再掲1-7＞

ａ

障がい児の療育の充実②
（発達障がい児放課後等支援事業）
＜再掲1-7＞

ａ

ＮＰＯ・ボランティア
活動などへの参加
率（過去５年間にＮＰＯ
やボランティア活動など
に参加したことがある
市民の割合）

B

市内に事務所を置
くＮＰＯ法人数

B

施策２－５
ソーシャルビジネスなど
多様な手法やつながりに
よる社会課題解決の推
進

○：概ね順調
市の施策による
ソーシャルビジネス
起業者数

Ｂ
商店街の振興（商店街活力アップ事
業，地域との共生を目指す元気商店
街応援事業）＜再掲6-3＞

ｂ

施策２－１
支え合いの基盤となる地
域コミュニティの活性化

○：概ね順調

施策２－４
ＮＰＯ，ボランティア活動
の活性化

○：概ね順調

施策２－２
公民館などを活用した活
動の場づくり

△：やや遅れて
いる

分野別目標総括シート

分野別目標２　さまざまな支え合いとつながりができている
＜めざす姿＞
○市民が身近な地域の課題やまちづくりに主体的に関わっており，公民館などの地域コミュニティ活動の場が有効に活用され，多く
の市民によるさまざまな活動が行われています。
○交流と対話により，人と人とのつながりが育まれ，さまざまな人々が，共に支え合いながら元気に安心して暮らしています。
○地域コミュニティ，ＮＰＯ，ボランティア，企業，行政などさまざまな主体が，それぞれの知恵やノウハウなどを持ち寄って共働してお
り，その相乗効果によってさまざまな社会課題を解決しています。

ＮＰＯと行政による共働事業 ｃ

施策

施策２－３
支え合いや助け合いに
よる地域福祉の推進

○：概ね順調

成果指標 重点事業
※網かけは再掲

地域活動への参加
率（地域活動に参加し
たことがある市民の割
合）

Ｃ

公民館の利用率
（年に１～２回以上公民
館を利用した市民の割
合）

Ｃ

地域での支え合い
により，子育て家
庭や高齢者が暮ら
しやすいまちだと
感じる市民の割合

B

71

目標２



≪取組の方向性≫ 

 地域の魅力や特性を地域住民が共有

し、幅広い多くの地域住民の参画により、 

目標を共有し、楽しいまちづくりに取り

組む。

≪取組の方向性≫ 

 自治会・町内会など小さなコミュニテ

ィを大切にし、見守りや防災に繋がる 

ような、住民相互の顔の見える関係づく

りに取り組む。

  

（１）自分の地域やコミュニティ活動への関心を高める

ア 「自治協議会サミット」の開催

イ 「コミュニティ通信」を通じた地域情報の発信

ウ 「ふくおか市政だより」への記事掲載

エ 市ホームページの充実

オ コミュニティが行う ICTを活用した広報活動等の支援

カ 「地域デビュー応援事業」による自治会・町内会への支援【再掲】

（２）幅広い多くの住民の参加

ア ボランティア体験事業の実施

イ ボランティアに興味がある市民への情報提供

ウ 「地域デビュー応援事業」による自治会・町内会への支援【再掲】

エ 公民館事業を通じた人事発掘・育成【再掲】

（３）校区・地区の実情・特色に応じたコミュティ活動や運営

ア 「活力あるまちづくり支援事業補助金」による支援

イ 「自治協議会サミット」の開催【再掲】

ウ 校区ビジョン策定支援〔モデル事業〕※資料４

（１）顔の見える関係づくり

ア 「地域デビュー応援事業」による自治会・町内会への支援

イ 自治協議会と連携して実施する等による自治会・町内会向けの研修会等の開催

ウ 自治会・町内会の法人認可（地縁団体認可）

エ 市民向けＰＲチラシの作成･配布

オ ｢自治会活動ハンドブック」の配布

カ 住宅事業者との連携による集合住宅入居者の自治会・町内会加入の促進【再掲】

（２）集合住宅入居者の地域との関わり

ア 住宅事業者との連携による集合住宅入居者の自治会・町内会加入の促進

イ 市民向けＰＲチラシの配布【再掲】

（３）地域の各種団体等の連携強化

ア 「活力あるまちづくり支援事業補助金」による支援【再掲】

Ⅰ 魅力づくり

Ⅱ 絆づくり

■ 平成 27年度の事業実施状況【概要】

≪課題≫ 

○コミュニティ意識の希薄化

○幅広い多くの住民の参加

○地域の実情に応じた取組

≪課題≫ 

○顔の見える関係づくり

○集合住宅入居者の地域との関わり

○地域の各種団体等の連携強化



≪取組の方向性≫ 

 担い手の負担を軽減するとともに、人

材の発掘・育成、企業や事業者、NPOなど

様々な主体の参画を図ることで担い手づ

くりに取り組む。

（１）地域活動への参加者を増やす

ア 自治協議会活動の活性化に向けた研修会等の開催や勉強会への協力

イ 自治協議会等会長への感謝状の贈呈

ウ 地域デザインの学校の実施 ※資料５

エ 「自治活動ハンドブック」の配布【再掲】

オ 「地域デビュー応援事業」による自治会・町内会への支援【再掲】

カ 自治協議会と連携して実施する等による自治会・町内会向けの研修会等の開催【再掲】

（２）地域役員等の担い手づくり

ア コミュニティへの協力依頼の整理・削減

イ 公民館事業を通じた人材発掘・育成【再掲】

ウ 自治協議会と連携して実施する等による自治会・町内会向けの研修会等の開催【再掲】

エ 自治協議会活動の活性化に向けた研修会等の開催や勉強会への協力【再掲】

オ 「自治協議会サミット」の開催【再掲】

カ 自治協議会等会長への感謝状の贈呈【再掲】

キ 「活力あるまちづくり支援事業補助金」による支援【再掲】

（３）新たな担い手としての企業等の参加の促進

ア “ふくおか”地域の絆応援団の登録・公表【新規】

イ セミナー開催による連携の促進【新規】

≪具体的な取組み≫ 

（１）公民館の取組み

ア 公民館事業を通じた人材発掘・育成

イ 自治協議会等との連携による効果的・効率的な事業の推進

ウ 公民館による自治協議会等のコミュニティ支援の充実

エ 公民館職員への研修などの実施

（２）情報通信技術（ICT）の活用促進

ア コミュニティが行う ICTを活用した広報活動等の支援【再掲】

（３）市役所のあり方

ア 校区担当職員による自治協議会等のコミュニティ支援の充実

イ 校区担当職員への研修の実施

ウ 職員研修の実施

エ 職員向け手引きの作成

オ 市民向けＰＲチラシの配布【再掲】

カ 「コミュニティ通信」を通じた地域情報の発信【再掲】

Ⅲ 担い手づくり

Ⅳ 全体を通じた取組み

資料３ 

≪課題≫ 

○地域活動への参加者が少ない

○地域役員等の担い手不足

○地域活動への負担感



 
 

 
 
 

 

 

 
   

   
 

   
  

 

 

 
 

 
 

 

 

 
 

 
 

 

 
  

        

 

 

 
 
 

 

 

 

 

 

 

 
 

 





 

③若い人（ボランティア）を育てる 

 

②運動でもっと健康になる 

①みんなが集まって交流できる場をたくさん作る 

 
 
 
 
 

 

 
 



 

 







地域デザインの学校 第１期 千早(東区) 

【実施概要】 
1.事前調査＆掘起し：2014.6～8
2.講座の実施：2014.9～2015.1
①9.21 ②10.26 ③11.3
④11.30 ⑤12.20 ⑥1.11
会場：千早小学校/千早公民館
3.アフターフォロー：2015.2～ 

□受講者数：２２名  □卒業者数：１７名

 【成果】 
【１】参加者の状況 
・約７割が地域活動に関わりの無い層から参加
・千早校区を中心に近隣6校区から参加
【２】卒業後の活動の状況 
・卒業者の9割（受講者の８割）が地域での活動に参加

【３】活動を通じて生まれた波及効果（２例を紹介） 

（自主企画による活動） 
□ちはやとくらす

（住民主導の地域情報紙の作成） 
　千早小学校（全児童に配布）、 
　千早自治協議会（町内で回覧）、 
　おやじの会（イベント協力）、 
　地域の事業者（カフェ） 
　その他、既存の地域活動と 
　幅広く連携して、活動を展開 

□東市民センター
welcomeプロジェクト

　東市民センター開設に伴い、 
　住民アンケートやインタビュー 
　を実施（ちはやとくらすと協働） 

 は関わり有
29% 

関わり無
71% 

１７名 
自治協行事への 
参加・協力 受講者：２２名 

自治協行事：１７名 
自主企画：１６名 

１６名 
自主企画を通じて 
地域活動に参画 



地域デザインの学校 第２期 西長住(南区) 

【【実施概要】 
1.事前調査＆掘起し：2015.6～8
2.講座の実施：2015.8～2015.1
① 8.30 ② 9.12 ③ 9.27
④10.11 ⑤10.24 ⑥11.7
会場：西長住小学校/西長住公民館 
　　　鹿助荘（特別養護老人ホーム） 
3.アフターフォロー：2015.11～　　　□受講者数：２１名  □卒業者数：１６名 

 
 
【成果】 
【１】参加者の状況 
・約5割が地域活動に関わりの無い層から参加
・西長住校区を中心に近隣９校区から参加
【２】卒業後の活動の状況 
・卒業者の全員（受講者の約８割）が地域での活動に参加

【３】活動を通じて生まれた波及効果（２例を紹介） 

□上長尾テラス
（名店街の空き店舗を
コミュニティスペース化）

・2016.5に賃貸契約
・2016.7にスタート
・上長尾名店街と協働し
助成金を申請・獲得
・西長住自治協議会からも
　　事業への前向きな支援 
・近隣地域の方々が、
テラスでのイベントに参加

□西長住ダッシュ
（地域の郷土料理を発掘・発信）
・餅つき大会（上長尾名店街主催）
に出店。来場者多数。
・実施は男女共同参画委員会と協働

１４名 
自治協行事への 
参加・協力 受講者：２１名 

自主企画：１６名 
自治協行事：１４名 

関わり有
47% 

関わり無
53% 

１６名 
自主企画への 
参加・協力 

 １名 
町内役員に立候補 
 １名 
おやじの会へ加入 

地域の役員：２名 

 上長尾 
テラス

上長尾 
名店街

上

上長尾

協働で 
助成金 
獲得 

西長住 
自治協議会 

テラ

西

情報共有 
活動への助言 

近隣地域の
方々 
近隣

テラスでのイベ
ントへの参加

 西長住ダッシュ

上長尾 
名店街

西長住 
男女共 

上
名

西
男
西

餅つき大
会に出店 

実施協力 



【【成果】 
【１】参加者の状況 
・95%が地域活動に関わりの無い層から参加
・簀子校区を中心に近隣3校区から参加
【２】卒業後の活動の状況 
・卒業者の全員（受講者の95%）が地域での活動に参加

【３】活動を通じて生まれた波及効果（２例を紹介） 

□簀子図鑑
（地域の昔の姿や思い出を

　　古くからの住人に取材・発信） 
・最近簀子に引っ越してきた
受講生が企画
・公民館や中央区地域支援課
から企画趣旨が評価され、
2016年度に公民館事業
として協働して実施
・古くからの住民は
公民館長が紹介
・公民館主催の校区文化祭で
　　取材の成果を発表予定

□自治協議会のメンバーへ
・受講生のうち２名（30代男性/50代女性）が簀子自治協議会に加入
・地域活動の広報を担当（フェイスブックページの更新等）
・地域デザインの学校卒業生と自治協の連絡係も担当（自治協行事への参加協力のPR）

地域デザインの学校 第３期 簀子(中央区) 

【実施概要】 
1.事前調査＆掘起し：2015.9～11
2.講座の実施：2015.12～2016.2
① 12.5 ② 12.20 ③ 1.9
④ 1.24 ⑤ 2.7     ⑥ 2.20
会場：旧簀子小学校/簀子公民館 
3.アフターフォロー：2016.2～　　　□受講者数：２１名  □卒業者数：２０名
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事事業の成果 
【１】参加者の状況（地域に関わりのない層から募る） 

□ 73% の受講者が、既存の地域活動への関わりの無い層から参加
□ 30～40代中心：20代～80代までの多世代が集う
□属性が多様：サラリーマン、自営業者、主婦、福祉関係者、

地域の事業者、自治協関係者、定年後の方、学生…等 

【２】卒業後の活動の状況（活動する人をつくる） 

・卒業者の9割（受講者の８割）が地域での活動に参画

【３】受講生の活動を通じて地域に波及効果が生まれた例 
・公民館と協働し、公民館事業の一環として企画を展開
・自治協議会、小学校、おやじの会等、地域の既存の組織と連携した活動を展開
・地域の商工会（名店街）と協働して、コミュニティスペース開発運営の企画が実現
・地域に関わりのなかった受講生が自治協や町内会の役員等となり、活動を展開

地域デザインの学校 第１～３期 まとめ 

４９名 
自治協行事への 
参加・協力 

受講者：６４名 

自主企画：５２名 
自治協行事：４９名 

５２名 
自主企画への 
参加・協力 

４名 
地域の役員等へ

地域の役員等：４名 

はい

いえ 

関わり有 
27% 

関わり無
73% 

汎用化に向けて：マニュアル＆研修プログラム 

・「地域デザインの学校」の講座運営に際して、必要となるスタッフは以下の3役
①講師役：講座全体の進行・コーディネートを担当
②テーブルスタッフ：学習支援者として、テーブルファシリテーション等を担当
③事務局スタッフ：会場説明等のロジスティクスを担当

・上記3役を、本事業ではNPO法人ドネルモの関係者で担ったが、汎用化を意図して、
①～③それぞれに、新規担当者向けのマニュアルを、事業と並行して開発。
・①講師役向けには、講座各回の進行マニュアルと、進め方のプロットを準備。
　　　各講座の進行手順はもちろん、受講生への効果的な質問の投げかけ方などを記載。 
・②テーブルスタッフ向けには、特別な研修プログラムを準備し、
　　　本事業でも、学生インターンやドネルモ関係者を対象に研修を実施している。 
・③事務局スタッフ向けには、準備物等のリストや会場検討時のチェックリスト等のツールを開発。

受講生/自治協関係者/地域支援課からの声 
「人生観が変わりました。他の地域でもやってください。」（受講生：40代男性：簀子図鑑で活動）
「出会いのきっかけこそが宝物です！」（受講生：30代男性：講座をきっかけに自治協メンバーになり広報部で活動） 
「とても楽しめた。今まで持っていた地域活動への恐怖心が和らいだ」（受講生：30代女性：自治協行事へ参加） 
「受講生には初めてお会いする方が多い。こうした若い世代の担い手づくりの一環として期待 
　している。」（千早校区自治協議会会長） 
「アイデアや行動力に溢れる受講生を地地域につなげたいという思いから，公民館長とも意見が一致し， 
　一つの企画を公民館事業へとつなげた。受講生側には課題もあるが，ワクワクする企画がたくさん 
　あるので，今後もうまく地域とつなげていきたい。」（中央区地域支援課係長） 
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